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【序】金や銀のナノ粒子 2 量体の間隙ではプラズモンによる電磁増強効果のため分子の光励起レ

ートだけでなく放射レートも自由空間に存在している時に比べて 105 倍程度増大する[1]。また、

プラズモンによる脱励起増強によって分子内振動緩和時間以内に増強蛍光(表面増強蛍光 SEF)が

発生する[2]。この時、放射増強効果によって表面増強ラマン散乱(SERS) と SEF にはプラズモン

共鳴によるスペクトル変調が表れる[3]。この変調は SERS と SEF スペクトルが通常のラマン散乱

スペクトルとプラズモン共鳴スペクトルとの積になるという形で表れる。今回、稀に単一のラマ

ンモードのみが選択的に強く表れるという現象を発見した。この現象について分子種依存性と励

起波長依存性の実験を行い放射増強効果との関係を考察した。 

【実験】銀ナノ粒子分散液 (~10-10 M)/4 種類の色素(ローダミン 123、ローダミン 6G、ローダミン

B、クリスタルバイオレット(CV) (<10-8 M)/NaCl (2 mM)の混合水溶液をガラス基板上にスピンコー

トし倒立顕微鏡に配置した。そして、白色光とレーザー光(波長 488、532、561 nm)で銀ナノ粒子

2 量体の SERS・SEF スペクトルとプラズモン共鳴スペクトルを測定した。 

【結果と考察】FIG. 1A は CV の通常の SERS スペクトルで

ある。各ラマンモードは文献と一致した。FIG. 1B と 1C は

選択的増強が起きた SERS とプラズモン共鳴スペクトルで

ある。プラズモン共鳴ピークに重なるラマンモードが選択

的に増強されていることが分かる。これは選択的増強にプ

ラズモン共鳴が関与していることを示している。また、こ

の現象が起きる時は他のラマンモードと SEF がほとんど消

滅した。この消滅はプラズモン共鳴とラマン散乱の積では

再現できなかった。選択的増強はどの色素でも稀に観測さ

れた。532、561 nm 励起では観察されたが 488 nm では観察さ

れなかった。これらの特徴を、2 量体の間隙における分子の配

向とラマン表面選択則の変化として考察し当日発表します。 
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Fig. 1(a) common SERS spectrum
of CV, (b) and (c) SERS spectra 
showing selective enhancement of 
single Raman mode. 
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